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1 は じ め に

新梢先端が伸長を停止した後に再度,生長を開始する 2

次伸長現象は,平年においても樹勢の旺盛な若木などには

普通にみられる。しかし,1990年 ,1991年 の両年には従来

みられないほどに極端な 2次伸長が発生したため,品種間

の発生比較を行った。

2試 験 方 法

1990年の 2次伸長については1991年 4月 の発芽期前後に,

1991年の 2次伸長については10月 中旬に調査を行った。当

場のほぼ均一な管理を行っているマルバカイドウを主体と

した普通台木の成木18品種,及び1987年 1年生苗定植のC

G 57台を使用した15品種を調査に供試した。1990年の調

査は,側枝先端新梢を頂葉芽と頂花芽の出来別に区分 し,

1樹当たり約50本 ,3樹反復として行った。1991年には,
頂芽の区分は行わず 1樹当たり50～ 100本 , 3樹反復で調

査した。

2次伸長の長さについては,こ れを無視した。 2次伸長

ではないが,明確な生育停止が認められなかったものを遅

伸び伸長として区分した。 2次伸長と遅伸び伸長の発生率

を合計し,その発生率について品種間の比較を行った。さ

らに,2次伸長発生の多少と,`デ リシャス'系品種,`ゴー

ルデン・ デリシャス',`印度'及び `紅Fの 血縁関係を
もとに品種間差異の検討を行った。

3 結果及び考察

(0 1990年

当年の7月 は気温,日射量ともに平年並みであつたが ,

降水量 (平年の 2倍弱),降水日数ともに多 く,上壌水分

も高かった。この時期に2次伸長がみられ,過去において

例を見ない程度の発生率と,短果枝における3次伸長とい

う特異な伸長がみられた。

頂葉芽と頂花芽に由来する新梢間において,枝の伸び方

には基本的に差が認められなかった。そのため,表 1に は

両者を統合し表示した。

CG 57台樹は若木のため,遅伸びしている品種が多く,
また 2次伸長発生率も高かった。 2次伸長発生率には著し

い品種間差異が認められた。すなわち,普通台樹で 2次伸

長発生率の高い品種は `レ ッドゴールド',`き たかみ ',

`ス ターキング・ デリシャス'であり,CG 57台樹では
`ふ じ',`ス ターキング・ デリシャス'等であった。一方,
発生率の低い品種として普通台樹では `はつあき' `旭 ,

`紅玉',`ジ ョナゴールド' であり,CG 57台樹では `ジ ョ
ナゴールド'等であった。発生率の高い品種には `デリシャ
ス'系品種とその後代品種,発生率の低い品種には 紅蜜
とその後代品種に多い傾向が認められた。

鬱)1991年
当年は6月 までは高温傾向であったが,7月以降は低温,
低日照,多雨傾向にあった。 2次伸長の発生は前年に比較

してやや遅く始まり,長 く続 く傾向にあった。 `王林 ',

`国光',`ジ ョナゴールド'及び `あかね'などでは2次伸

長した芽の先端に開花結実した例も見られた。これは新梢

伸長を停止した芽に花芽分化し,更に当年中に再生長 した

結果であり,当年の2次伸長開始が遅いことを示している

と思われる。若木のCC 57台樹においては,運伸び発生
率が前年に比較してさらに増大する品種も認められた。

2次伸長発生率が前年に比較して増大した品種は,普通

台樹では `祝 ',`ふ じ',`紅玉'があり,一方低下した品
種は両園に共通して `陸奥',`王林'力 あ`った。 しかし,
品種別の 2次伸長発生率の両年の関係は普通台樹において

r=080,CG 57台 園において r=082の 有意な相関が
認められた。したがって,2次伸長発生率の高い品種には
`デ リシャス'系品種とその後代品種が多く,低い品種に

`ま

`紅玉' とその後代品種が多い傾向にあり,両年に共通

していた。

3)気象条件との関係
1990年と1991年の生育期間の気象特性を平年値との偏差

からみると,気温,日 照時間に両年の共通性はみられなかっ

た。一方,降水量と蒸発量は両年に共通しており,多雨で
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図 1 短果枝にみられた 3次伸長
の例 (1991年 5月 )
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注 異符号間には5%危険率で有意差あり (ダ ンカン多重検定)
D;デ リシャス系 Giゴ ールデン・デリシャス I,印度 J;紅玉

表2 CC 57台樹の品種別 2次伸長発生率 (%)

表 1 普通台樹における品種別2次伸長発生率 (%)

大気が多湿条件にあった。土壌水分も高めに経過していた

ため,空気中の多湿あるいは土壌の多湿のいずれが 2次伸

長を促進したかは判然としなかったが,少なくとも多湿条

件が 2次伸長発生に関連があるものと推測された。

4 ま と め

2次伸長発生には多湿条件が影響しているものと思われ

た。降水分布の異なる年次で若千の品種間の変動はあるが,

2次伸長発生率の高い品種には `デ リシャス'血縁のもの
が多く,低い品種には 粧玉'血縁のものが多かった。
李ら (1983)は ,穂木品種の耐水性について調査を行い,

耐水性の異なる台木において穂木品種が耐水性に影響し

`紅玉'の耐水性が高く `スターキング・デリシャス'の耐水

性が低いことを明らかにしている。このことから,耐水性

と2次伸長の発生には何等かの関連があるものと思われる。

この点については,今後とも究明を継続する必要がある。

引 用 文 献

1)李  彰厚,本杉 日野,杉浦  明,苫名  孝
1983 リンゴの数種台木と穂木品種の組み合せにおける

耐水性の比較 園学雑 51:387-394

品種名

1989年 1990年 1991年

血縁関係花
率
頂
芽

2次伸長の区分
なし  2次伸長 遅伸び

十
び
伸
伸
２
遅 逸繹ふ

Redgold
きたか み

Starking

印   度
陸   奥
国   光
あ か ね
視

ふ   じ
王   林
Golden
さ ん さ
つ が る
千   秋
Jonagold

紅   玉
旭

はつ あ き

２８

７９

５４

７６

６６

９２

８３

３３

８６

５６

８９

８５

９７

９３

４６

７７

７７

９５

87a

85a

80a

61b

45bcd

44bcd

40ode

39cde

38cde

38cde

38cdef

31def

30def

25efg

22efgh

llgh

8gh

6h

２

５

６

３‐

２

３

４

５

１

１

２

０

３

７

１

０

１

１

８５

８０

７４

３０

４３

４‐

３６

譴

３７

３７

３６

３‐

２７

‐８

２‐

■

７

５

‐３

‐５

２０

３９

５５

５６

６０

６‐

６２

６２

６２

６９

７０

７５

７７

的

９２

９４

82a

74ab

71ab

74ab

9fgh

53c

38d

72ab

61bc

16eFgh

25de

20ef

27de

17efg

16efgh

36d

2h

4gh

８０

“

７‐

７０

６

５２

３７

５９

∞

‐４

２４

２０

２６

‐１

‐４

３２

２

４

‐８

２６

２８

２６

９‐

４７

６２

２８

３９

＆

７５

８０

７３

８３

斜

“

％

９６

DG
DG
D
I

GI

J

D
GI
G
DGI
GJ
DGI
GJ
」

G」

品種名

1989年 1990年 1991■ F

血縁関係花
率
頂
芽

2次伸長の区分    2伸 + 2次伸長の ＋
び
伸
伸
２
遅勤一帥

なし  2次伸長 遅伸び  遅伸び なし  2次 伸
ぶ、 じ

Starking

王   林
世 界 一

あ か ね
さ ん さ
き ざ し
東   光
千   秋
金   星
青 り 3号
Goldon
ひめか み

陸   奥
Jonagold

‐２

２

１

０

４５

２０

１３

‐５

２４

２３

０

４５

４４

‐０

２５

13       85        2      87a

14        59        27       86a

19       53       28      81a

21       73        6     79a

21       78        1      79a

23        74         3       77a

24        72         4       76a

42       38       20      58b

46       52        2      54b

48       30       22      52b

48       30       22      52b

50       40       10      50 bo

54       36       10      46 bc

65      31       4     35 cd
71        28        1      29d

17       75        8     83a

18       39       43      82a

64       29        7     36de

43       30       27      57bo

33       59        8      67b

67       32        1      33ef

58       40        2      42dc

79       10       11      21fg

84      14        2      16g

63        7        30      37de

51        13       86      49cd

67       25        8      33ef

85      11      4     15g
84       12        4      16g

78       14        8      22fg

D
D
GI
DG
」

DGJ
DG
GI
DGI
G
DCI
G
GJ
GI
GJ

-176-


